
日　時　8月23日（水）18：30～21：30　　
座　長　高木 学
テーマ　起業家支援
参加費　2,000円（会員：1,500円）軽食付き
会　場　江坂-起業化支援センター
　　　　就労継続支援A型事業所　会議スペース

【第109回 座談会】

なく、ホームページのリニューアルを中心とした広報支援
により、社員の給料は払える形が見えています。施設の利
用者を確保し、しっかり働けるようになっていただくこと
と、この地域で会員企業を増やしていくことが、黒字体質
への転換に必要なことだと認識しています。

毎月、第４水曜日を基本に開催している座談会は、参加
者が主役です。

今月は、参加者それぞれの経営課題をおうかがいし、一
緒に解決策を考えたいと思います。

もちろん「地域経済の活性化」を目的にしていますが、
地域の企業が存続しないことには未来がありません。

同友会のアンケート調査では、社員の確保が経営課題の
トップに出てきたと報告されています。ほかにも、社員教
育や販路拡大など様々な課題を抱えて日々経営されている
皆さんと軽い食事をしながら座談したいと思いますので、
ご参加よろしくお願いします。

昔から２月と８月は売上が落ちると言われてきました。
一般的に考えると年末年始に散財するので、２月は買い

物を控えようと思うでしょうが、８月のサービス業は売上
が伸びるのではないかと思います。

しかし、製造業などのお盆を長期間休む業界では、売上
ダウンも仕方ないことだと思います。

数年前から続けていますが、２月と８月は、会員アンケ
ートの実施月です。

これまでは、会社の業績アップや雇用の増大をお伺いし
てきましたが、今回からは趣を変えて実施したいと思いま
す。それは会員企業それぞれに目標が違うからです。しか
し、それぞれの企業が存続し、雇用を増やしていただくこ
とは、この地域のためにも必要なことだと思っています。

これは、大阪府中小企業家同友会、大阪北ブロックの今
年度のスローガンです。

外部環境の厳しさを言い訳にして、赤字体質になっては
いないでしょうか？

正直にお話しすると、この４月から新しい事業（自立セ
ンターえさか）を開設したことによって、大きな赤字にな
っています。
しかし、A型の利用定員を減らしたことと事務支援だけで
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夏だ！海だ！花火だ！山の日もあるぞー！
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事 業 内 容：医療・介護人材派遣、人材紹介
会社の特徴：「誰かのお役に立ちたい」という意欲、人間
らしい思いやり、そしてコミュニケーション力は欠かせま
せん。私たちはハートのある派遣を実施しています。
http://www.lksys.co.jp/

さん代表取締役社長　山中 太メディケア・ヒューマン株式会社

事 業 内 容：ポリエチレン製包装資材加工メーカー
会社の特徴：主力製品である「ドラム缶用内装袋」は、化
学メーカー様の製造工程で必要不可欠な袋としてご愛用頂
いており、創業50年以上の唯一無二の老舗メーカーです。
https://www.nisshin-sansho.com/

さん代表取締役 社長　河田 鉄也日新産商株式会社

さん　　　代表　古谷 榮男古谷国際特許事務所
事 業 内 容：商標、意匠、機械分野の出願業務（国内・海外）
会社の特徴：ソフトウエア特許・著作権に力を入れて活動
をし、その他幅広い分野を扱っています。法律だけでなく、
専門とする技術分野の最新情報のフォローを心がけていま
す。http://www.furutani.jp/

さん弁護士　那須 良太那須法律事務所
事 業 内 容：財産管理契約・交通事故・取引上のトラブル
会社の特徴：トラブルに遭われた方からご相談をお受けし、
法律的な側面から解決をサポートします。また、トラブル
防止のための法律的な助言も行い、様々なニーズにお応え
できます。http://www.nasu-law.jp

社会人基礎力講座　

第53回 就職のための基礎講座

事業所見学会は上記日程以外にも随時行っております。
お気軽にお問い合わせください！（TEL：06-6190-9513）

日　時：8月10日(木)　9：45～11：45（毎月開催）
会　場：就労継続支援Ａ型事業所

第52回 A型事業所 見学会

イベントスケジュール
＊参加費全て無料

高木家の子どもたちは、下３人が夏休みに入った。
「父ちゃん、なんか仕事ないの？」と聞いてくるの

は、遊ぶお金が欲しい高１の長女だ。
アルバイトなら他で探せば良いと思うのだが、身近

なところで済ましたいようだ。
「経理の事務かポスティングならあるで」と言うと

「やるやる」と小６の次女も参加してくる。
マンションポスティングが500枚と企業のポスティ

ングが200枚あった。
高木家は、10年前から地域調査に子どもたちをか

りだしていた。自社のポスティングやニュースの配布
も家族で行ってきた。

何より、子どもたちにとっては、生まれ育った街だ。
スマホ片手に長女は颯爽と出かけて行く。私は次女

と2人で自転車で遠くまで行った。
長女から「ポストがない」とか「ポストがめっちゃ

でかい」とかラインで写真を送ってくる。
楽しく仕事をして、2人に数百円のお小遣いを渡す

と「そんなにもらえるんやったら私が行くわ」と妻が
言う。

子どもたちには「父ちゃん、自腹やねんから、あん
まりたかったらあかんよ」と言っている。

毎日会社までの短い道のりでも、汗が滝のように出て困っ
てしまう時期ですね。自分のまわりだけ冷気が覆ってくれ
る…そういう秘密道具みたいなのががほしいです。
この時期の青い空と入道雲、蝉の鳴き声、眩しい日差しと
強い木陰といった風景は大好きなので、冷房スーツの開発
を誰か本当に！ (A)


